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１．概要 

本資料は、共通09 補足説明資料 別紙「各条における申請対象設備」にて整理

した機器単体で機能、性能を達成する設備（機能要求②が要求される単体機器）に

ついて、設計図書等に対して色塗りを行い、対象機器を抽出したものを示すもので

ある。 

 

２．機器単体で機能、性能を達成する設備の検証 

共通09 補足説明資料 別紙「各条における申請対象設備」において、基本設計方

針の要求種別のうち、「設置要求」、「機能要求①」の設備及び「機能要求②（機器

単体で機能、性能を達成する設備を対象）」に関係する設備を抽出し、「①設備、機

器等の重要度に応じた分類」で仕様表対象設備（①）のうち機器単体で技術基準への

適合を達成するとした設備、基本設計方針に個別名称を記載する設備（②-a）とした

ものと比較し、検証を行う。 

機能要求②が要求される単体機器については、設計図書等と紐付けを行い、申請対

象設備が漏れなく抽出されていることを検証する。 

機能要求②が要求される単体機器と設計図書等を紐づけた申請対象設備リストを添

付１に、紐付けした設計図書等を添付２に示す。 
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添付１ 

申請対象設備リスト（単体設備） 
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申請対象設備リスト（単体設備）

番号 機器名称(許可) 機器名称 機種
基本設計方針
紐付け番号

エビデンス
紐付け番号

別紙番号 設置場所 数量 申請回 変更区分 DB区分 SA区分 耐震設計
兼用
(主従)

共用
（主従）

備考

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 溶解槽 溶解槽 容器

4条-2,3,7,8,10,14
10条-1

【代替可溶性中性子
吸収材緊急供給系】

38条-4,6
【廃ガス貯留設備】

38条-8
【臨界事故時水素掃

気系】
38条-4,11

機-02-1 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 改造 安重 常設SA S

主：溶解設備
従：代替可溶性中性子吸収材
緊急供給系
　　廃ガス貯留設備
　　臨界事故時水素掃気系

―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 第1よう素追出し槽 第1よう素追出し槽 容器
4条-2,3,7,8,10

10条-1
機-02-2 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 既設 安重 ― S ― ―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 第1よう素追出し槽 第2よう素追出し槽 容器
4条-2,3,7,8,10

10条-1
機-02-3 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 既設 安重 ― S ― ―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 中間ポット 中間ポット 容器

4条-2,3,7,8,10
10条-1,19

【代替換気設備】
39条-4,5,9

【代替安全冷却水
系】

39条-6,7,8,10

機-02-4 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 改造 安重 常設SA S
主：溶解設備
従：代替換気設備
　　代替安全冷却水系

―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― エンドピース酸洗浄槽 エンドピース酸洗浄槽 容器

4条-2,3,7,8,10
10条-1

【重大事故時可溶性
中性子吸収材供給

系】
38条-29,31

【臨界事故時水素掃
気系】

38条-4,11

機-02-5 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 改造 非安重 常設SA B

主：溶解設備
従：重大事故時可溶性中性子
吸収材供給系
　　臨界事故時水素掃気系

―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 溶解設備 溶解槽堰付サイホン分離ポット 容器
4条-2,3,7,8,10

10条-1
機-02-40 別紙1-3（1） AA 4 ②-3 既設 安重 ― S ― ―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 溶解設備
第1よう素追出し槽堰付サイホン

B分離ポット
容器

4条-2,3,7,8,10
10条-1

機-02-41 別紙1-3（1） AA 4 ②-3 既設 安重 ― S ― ―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 溶解設備
第2よう素追出し槽B堰付サイホ

ンB分離ポット
容器

4条-2,3,7,8,10
10条-1

機-02-42 別紙1-3（1） AA 4 ②-3 既設 安重 ― S ― ―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 溶解設備
中間ポット堰付サイホン分離

ポット
容器

4条-2,3,7,8,10
10条-1

【代替安全冷却水
系】
39条-7

機-02-43 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 改造 安重 常設SA S
主：溶解設備
従：代替安全冷却水系

―

再処理設備本体 溶解施設 設計基準対象の施設 溶解設備 ― ― 溶解設備
中間ポットエアリフト分離ポッ

ト
容器

4条-2,3,7,8,10
10条-1

機-02-44 別紙1-3（1） AA 2 ②-3 既設 安重 ― S ― ―

設備区分施設区分
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添付２ 

設計図書等紐付け結果 
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（１）設工認申請書「第1-1表 申請機器の臨界安全管理表

（溶解設備）」 

(別紙1-3)-7



,
＂

 

へ
＼

9

,

．．

 

828 

第1 - l表 巾請機器の臨界安全管理表（溶解設備）

トS

臨 界 安 全 ク目ぶ 理 の 方 法

名 称 単 ユ 一 ッ 卜 備 考
複数ユニ ッ ト

形 状 濃 度 質 批 そ の 他

溶解槽A, 0 S : 233 Ullil ウラン及びプルトニウ 215kg • (U+Pu)Od 中性子吸収材 単一ユニット問の中性 (I) 臨界設計条件は、
 （ノ＜ケット幅） ム最大濃度 (I) バケット又は ：ガドリニウムげ） 子相互干渉を無視し得 400g • (U+Pu)/1!

s : 366 llllll : 350 g · (U +Pu)/ e 145kg · (U+Pu)Od o. 7 g/.e る配皿とする。 (2) 質屈制限済値燃
としてパケット当

（スラプクンク幅） oml ノ｀・ケットばl たりの使Il] 料集合体の装荷
屈を設定する。

第1よう索追出し1,1"/ ウラン及びプルトニウ 中tl：子吸収材 初期濃縮度に応じた所定の燃焼
A. B ム般大濃度 { I) 0はl

度未満の使用済燃料集合体を溶
:350g • <U+Pu)/ e 解する場合， 硝酸ガドリニウム

を使Illする。
.'• · · · · · · · ·石心｀→· · · · · 9 9 9 9 A叫凸·· · · · · · ●鰍.. 一田 · *· · · -- 」·• ↓ * 9 ガドリニウムを使JIJす平る（如II済
第2よう索追Iliし槽 ウラン及びプルトニウ 中性子吸収材 燃料集合体の上端部の 均燃焼
A. B ムli.�•大浪｝兵 (I) om 度の境界線を第2.3 - l図及び

::J:iOg • (U+Pu)／じ 第2. :1 - 2図に示す。
(3) 溶解椿に供給した硝酸溶iiが19

I h l {i l ；ドットA. B om 中性子吸収材 の硝酸ガドリニウム。
o(;1) (4) 上流工程の第2よう索迅lliし

槽で350 g• (UIPu)/.e以下であ
ることを確認する。

エンドビー ス酸洗浄 ウラン及びプルトニウ Om (5) 臨界設計条件は．
槽A. B ム』＼を大濃度 (．;) 150g•(UH1u)/ £

: 100 g • (U +Pし1)／ t (6) 有意且以下
未臨界質批は．

汁；角名fi1,IAll{ ｛寸サイホ 0"）
中性子吸収材 3Gkg• (UtPu)

ンA分離；1!ット om (7) 該当する機器を第l 2表に
勺•

Iヽ
'・ (7)

示す。
(8) 上流工程の溶解槽で3!:iOg•(Ut

第1よう索追出し槽 oIIU9 巾性子吸収材 Pu)/ e以下であることを確認す
Alt見付サイホンA o(：I) る。
分離ボット等(Ill (9) 該当する機器を第1 3表に

示す心
第2ようぷ氾出し槽 o(1) 中性子吸収材 (10) 上流工程の第lょう索追出し
A堰付サイホンA o(:n 梢で:150 g

書 (UtPu)/ C!以下であ
分離；I! ッ ト等0 ll ることを確認する。

I 
(ll) 該当する機僻を第l-4表に

示す。 ヽ

(l2) 下流工程（屈堺安全1利l！外で
あるハル洗浄槽以降）の臨界安
全管IIl！のために． 下流エ捏へ移

." 送する沿i（如11のウラン及びプル
トニウム浪度が有謡且以下であ
ることを確認する。

I心W ` 

し • • • • • • • • • • • • l • · ' · • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •一一·-• ·――· ' ·· -· • 
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機02-01

機02-05

機02-04

機02-03

機02-02

(別紙1-3)-8



(別紙1-3)-9



第 1 - 2 表 第 1 - 1 表に記載した溶解槽A堰付サイ切A分離点ット等の小型ポット類

機 器 名 称 機 器 番 号

溶解槽 A堰付サイポン A分離忍ット
溶解槽 B堰付サイポン A分離忍ット
溶解槽 A堰付サイホン B 分離恭ット
溶解槽 B堰付サイ切 B 分離忍ット

第 1 - 3 表 第 1 - 1 表に記載した第 1 よう素追出し槽A堰付サイポンA分離翡ット等の

小型ポット類

機 器 名 称 機 器 番 号

第 1 よう素追出し槽 A堰付サイポン A分離忍ット
第 1 よう素追出し槽 B 堰付サイポン A分離忍ット
第 1 よう素追出し槽 A堰付サイポン B 分離翡ット
第 1 よう素追出し槽 B 堰付サイ切 B 分離忍ット

第 1 - 4 表 第 1 - 1 表に記載した第 2 よう素追出し槽A堰付サイポンA分離忍ット等の

小型ポット類

ミょぢ

機 器 名 称 機 器 番 号

第 2 よう素追出し槽 A堰付サイポン A分離点ット
第 2 よう素追出し槽 B 堰付サイポン A分離忍ット
第 2 よう素追出し槽 A堰付サイポン B 分離忍ット
第 2 よう素追出し槽 B 堰付サイポン B 分離忍ット
中間忍外 A堰付サイポン分離忍ット
中間点ット B 堰付サイ切分離点ット
中間点ット A 訂1)7卜分離点')t
中間忍外 B r.7 リ7卜分離忍ット

4

機02-42

機02-41

機02-40

機02-43

機02-44
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